
はぜ締め形折板

グラスウール

上葺折板
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0以
上

タイトフレーム
下葺折板

吊子
断熱金具

上葺折板

下葺折板

グラスウール
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0以
上

断熱金具 ISボルト・ダンボ100

タイトフレーム

折板形式
折板厚
上材
（下材）

認定番号
FP030RF- 備　考

SKR-1650
SKR-1750角はぜ

SKR-1733
（GW10kg）

SKR-300
（GW10kg）

0.8～1.0
断熱亜鉛
鉄板委員会

断熱亜鉛
鉄板委員会

断熱亜鉛
鉄板委員会

断熱亜鉛
鉄板委員会

0.8～1.0

0.8～1.0

0.6～1.0

グラスウールはJIS品 10Kg/m³｠t100㎜（またはｔ50㎜×2）
スライド断熱金具可能、フェライト系ステンレス鋼板使用可能1799-3 (1)～(4)＊1

グラスウールはJIS品 16Kg/m³｠t100㎜（またはｔ50㎜×2）
スライド断熱金具可能、フェライト系ステンレス鋼板使用可能1879-3 (1)～(4)＊2

グラスウールはJIS品 10Kg/m³｠t100㎜（またはｔ50㎜×2）
スライド断熱金具可能、フェライト系ステンレス鋼板使用可能

グラスウールはJIS品 10Kg/m³｠t100㎜（またはｔ50㎜×2）
スライド断熱金具可能、フェライト系ステンレス鋼板使用可能

1944(1)～(4)

1927-1(1)～(4)

認定取得者
/管理者

＊1：FP030RF-1799(1)～(9)の認定、FP030RF-1799-1(1) ～(4) の認定、及びFP030RF-1799-2(1)～(4) の認定は、当認定番号に包含されている
＊2：FP030RF-1879(1)～(4)の認定、FP030RF-1879-1(1) ～(4) の認定、及びFP030RF-1879-2(1)～(4) の認定は、当認定番号に包含されている

重ね形折板

折板形式
折板厚
上材
（下材）

認定番号
FP030RF- 備　考

SKR-150
（GW10kg）

SKR-88
（GW10kg）

0.8
断熱亜鉛
鉄板委員会

断熱亜鉛
鉄板委員会0.6～0.8

グラスウールはJIS品 10Kg/m³｠t100㎜（またはｔ50㎜×2）
断熱金具 直径38×高130 限定品1801(1)～(9)

グラスウールはJIS品 10Kg/m³｠t100㎜（またはｔ50㎜×2）
断熱金具 直径38×高130 限定品
※ 耐火構造認定における最大梁間2.5ｍ（連続梁）

1802(1)～(9)

認定取得者
/管理者

SKR-1650
SKR-1750角はぜ
（GW10kg）

（GW16kg）

■断面形状
はぜ締め形折板仕様
（単位：mm）

■断面形状
重ね形折板仕様
（単位：mm）

■「音鳴り」の問題
●日射や気温の変動によって折板の表面温度も変化し、夏季の直射日光では80℃まで上昇する場合もあります。折板の形状と日射方向の関係で、屋根全
体の表面温度は不均一に変動します。温度変化にともない折板は伸縮しますが、金具で拘束されているため弱い部分にさまざまな動きや応力が発生す
る結果、音が鳴ります。
　ハゼ折板の場合、接合部分である大ハゼと小ハゼの「ギシギシ」という小さい摩擦音がしますが、上折板が伸びてハゼと吊子がずれて発生する音は「ド
ーン」「ガーン」というびっくりするような衝撃音になることがあります。また、鋼板に歪みがあるとき、よく熱湯を流した流し台が発するような「ポコン」と
いう音がするときもあります。
　金属は特性として熱伸縮を起こします。この熱伸縮による金属相互の摩擦の軽減と、金属の動きを自由にすることが有効な音鳴り低減対策と考えられて
います。

●上葺折板と下葺折板の間にグラスウール厚さ100mm、
密度10kg/㎥を充てんすることにより、一般部の熱貫流率
は0.53W/㎡・K（SKR-1650）の高断熱性能を発揮しま
す。厳しい室温制御を要求される建築物に適しています。

●下葺折板葺完了後、屋内工事が可能となるため、工期に
影響を与えません。

●透過損失が大きく防音性に優れます。特に高い周波数に
大きな効果がえられます。

●既存折板を下葺折板として新たに上葺折板をかぶせるリ
フォームにも使用できます。

Point

■標準仕様

●適用勾配・長さは各折板の標準仕様に準じます。　
●許容スパンは上葺折板性能により決まります。　

充てん断熱材
断　熱　金　具 ISボルト・ダンボ100

折 板 タ イ プ

上葺折板原板厚
下葺折板原板厚
働 き 幅

上葺折板原板厚以下

SKR-1650
SKR-1750角はぜ
0.8・1.0mm

500mm 450mm

0.8・1.0・1.2mm

SKR-1845SKR-1733

0.8・1.0mm

333mm
ポリエチレンフィルム袋詰グラスウール厚さ50mm×2層（又は100mm×1層）、密度10kg/㎥（又は16kg/㎥）

スーパーグリップ・スライドクリップ

300mm

0.6・0.8mm

SKR-300

500mm

0.6・0.8mm

SKR-150 SKR-88

0.6・0.8mm

600mm

×：裏張断熱材なし
G：ガラス繊維系シート断熱材　t5～10mm
P：無機質高充填フォームプラスチック　t4～10mm上葺材

張付け位置

下葺材
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×
×

G
（3）（2）

× G
×G G

（4）
×
P

（5）
P
×

（6）
P
P

（7）
G
P

（8）
P
G

（9）

ガラス繊維系シート断熱材
無機質高充填フォームプラスチック

裏打材 製品名
ニチアス
古河電気工業

スーパーフェルトンⅢ 5～10㎜
フネンエース 4～10㎜

厚さ
◆ 裏打材と厚み

断熱亜鉛鉄板委員会認定品（弊社取扱い商品のみ掲載）

グラスウール

グラスウール断熱材 防湿材(ポリ袋)規　格

JIS A 9521 有(t≦0.02㎜)/無 100㎜×１層 又は
50㎜×２層

厚さ
◆ グラスウール断熱材と厚み

ガラス繊維系シート断熱材
無機質高充填フォームプラスチック

アクリル樹脂系塗装ポリエステル樹脂不織布張／
アクリル樹脂系裏面塗装／ガラス繊維フェルト

アクリル系樹脂塗装
ポリエステル樹脂不織布

ポリエチレン樹脂系フォーム

裏打材 製品名
ニチアス
古河電気工業

高圧ガス工業

古河電気工業

スーパーフェルトンⅢ 5～10㎜
フネンエース
サウンドプルーフ
ＳＦ-2Ｒフネン

サウンドプルーフ
GW-4Rフネン

フォームエース

4～10㎜

2㎜

4㎜

2～10㎜
ポリエチレン樹脂系フォーム／アルミニウムはく 古河電気工業 シールドエース 4㎜以下

厚さ
◆ 適用できる裏打材（FP030RF-1927-1 (1)～(4)）

断熱亜鉛鉄板委員会認定品（弊社取扱い商品のみ掲載）

×：裏張断熱材なし
○：裏張断熱材あり

上葺材
張付け位置

下葺材

（1）
×
×

○
（3）（2）

× ○
×○ ○

（4）

グラスウール

グラスウール断熱材 防湿材(ポリ袋)規　格

JIS A 9521 有(t≦0.02㎜)/無 100㎜×１層 又は
50㎜×２層

厚さ
◆ グラスウール断熱材と厚み

◆ 裏打材と厚み
（FP030RF-1799-3 (1)～(4)、FP030RF-1879-3 (1)～(4)、FP030RF-1944(1)～(4)）

ガラス繊維系シート断熱材
無機質高充填フォームプラスチック

PET不織布制振シート

ポリエチレン樹脂フォーム

裏打材 製品名
ニチアス
古河電気工業

高圧ガス工業

古河電気工業

スーパーフェルトンⅢ 5～10㎜
フネンエース
サウンドプルーフ
ＳＦ-2Ｒフネン

サウンドプルーフ
GW-4Rフネン

フォームエース

4～10㎜

1.7～4㎜

3.8～4.2㎜

2～10㎜

厚さ

断熱亜鉛鉄板委員会認定品（弊社取扱い商品のみ掲載）

断熱材一覧
P.33

鋼板一覧
P.12

参考資料
P.101

SKR折板の特性に、優れた断熱性と防音性をプラス。

折板特殊工法 グラスウール充てん両面折板

ｰダブルシステム 防音
性能

断熱
性能

認定番号右表参照

音鳴り軽減対策についてはお問い合わせください。

屋根耐火構造
分対応商品30

ダブル折板 屋根30分耐火構造認定

鋼板一覧
P.12
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● 商品色は印刷の性質上、実物と異なる場合があります。 PB32


